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女性連絡会とりくみの第１弾�
小林武さん（南山大学教授）を
むかえて、「新ガイドラインは
日本をどこにガイドするのか」
学習会をした。
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メーデーに参加しましょう

ア
ピ
ー
ル
・
デ
モ
広
げ
ま
し
ょ
う

共
同
広
げ

女
性
連
絡
会
結
成

「
わ
た
し
た
ち
女
性
は
、
二

十
一
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
断
じ
て
こ
の
戦
争
法
案

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
！
」
い
ま
こ
そ
女
性
た
ち
が

声
を
上
げ
ね
ば
と
、
三
月
二
十

五
日
、
愛
労
連
婦
人
協
、
新
婦

人
、
学
者
・
研
究
者
の
会
、
ワ

ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
、
ウ
イ
ン

企
画
な
ど
の
代
表
者
や
個
人
な

ど
幅
広
い
共
同
で
、
「
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
戦
争
法
案
）
に
反

対
に
す
る
愛
知
女
性
の
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
（
代
表
者

�
水
田
珠
枝
・
名
古
屋
経
済
大

学
教
授
、
学
者
・
研
究
者
の

会
、
水
野
磯
子
新
婦
人
愛
知
県

本
部
会
長
）

小
渕
首
相
の
訪
米
の
手
み
や

げ
に
四
月
末
ま
で
に
衆
参
両
院

で
強
行
採
択
と
い
わ
れ
る
緊
迫

し
た
情
勢
の
中
で
、
「
急
い
で

反
対
の
声
を
上
げ
、
市
民
に
戦

争
法
案
の
危
険
性
を
知
ら
せ
よ

う
」
と
当
面
の
取
り
組
み
を
決

め
ま
し
た
。

四
月
四
日
�
に
は
、
ワ
ー
ピ

ア
つ
る
ま
い
で
「
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
私
た
ち
を
ど
こ
に
ガ
イ

ド
す
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
南

山
大
学
教
授
の
小
林
武
さ
ん
を

迎
え
て
学
習
会
を
開
き
ま
し

た
。

緊
急
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
十

名
の
女
性
た
ち
が
参
加
し
、

「
憲
法
違
反
で
あ
り
、
安
保
条

約
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
撤
回
・
廃
案

し
か
な
い
」
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
学
習
会
の
あ
と
、
ア
ピ
ー

ル
を
広
範
な
女
性
に
広
げ
ま
し

ょ
う
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

女
性
デ
モ
を
や
り
ま
し
ょ
う
と

行
動
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
た
く

さ
ん
の
参
加
を

思
い
思
い
の
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
、
横
断
幕
、
花
を
持
っ
て
、四

月
一
七
日
�（
栄
小
公
園
集
合
）

一
時
三
〇
分
か
ら
の
デ
モ
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
戦
争
法
案
ノ

ー
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

愛 労 連

決起集会（３月２４日）
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ここ
れれ
かか
らら
本本
番番
�

賃賃
上上
げげ

交交

渉渉

・全県一斉宣伝行動

安安心心ししててくくららせせるる年年金金制制度度をを
年年金金改改悪悪反反対対�

５月１２日	早朝
駅頭・ターミナル・工場門前で

長
び
く
不
況
と
ト
ラ
ッ
ク
業

界
の
規
制
緩
和
に
よ
る
運
賃
ダ

ン
ピ
ン
グ
は
、
中
小
企
業
へ
の

経
営
危
機
と
労
働
者
の
賃
金
、

労
働
条
件
、
雇
用
条
件
悪
化
を

招
い
て
い
ま
す
。

井
住
運
送
で
は
、
昨
年
の
秋

以
降
、
業
績
悪
化
を
理
由
に
リ

ス
ト
ラ
「
合
理
化
」
を
強
引
に

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
年
末
に
は
、
企
業
収

益
の
悪
化
を
理
由
に
年
末
一
時

金
の
ゼ
ロ
回
答
、
二
度
に
わ
た

る
希
望
退
職
募
集
の
強
行
。
労

使
協
議
や
団
体
交
渉
な
ど
長
年

に
わ
た
っ
て
労
使
間
で
築
き
上

げ
て
き
た
労
使
協
定
の
す
べ
て

の
破
棄
を
一
方
的
に
労
組
へ
通

告
し
て
き
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
会
社
側
の
攻
撃

に
対
し
て
、
「
経
営
の
民
主
的

再
建
と
経
営
改
善
の
提
言
」
な

ど
学
習
し
な
が
ら
、
全
組
合
員

が
た
た
か
い
に
参
加
で
き
る
取

り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
年
末
に
は
組
合
員
一
人
一

人
が
、
社
長
あ
て
に
ナ
マ
の
声

を
届
け
よ
う
と
年
賀
状
を
書
き

ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
内
だ
け

の
た
た
か
い
で
は
打
開
で
き
な

い
と
全
組
合
員
が
立
ち
上
が

り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
適
正
化
署

名
や
消
費
税
減
税
の
署
名
を
持

っ
て
地
域
に
積
極
的
に
出
か

け
、
共
同
を
広
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
三
月
三
〇

日
の
団
交
で
、
協
定
破
棄
な
ど

会
社
の
一
方
的
な
通
告
の
す
べ

て
を
撤
回
さ
せ
ま
し
た
。

運
輸
一
般
井
住
運
送
支
部
名

古
屋
分
会
書
記
長
藍
原
さ
ん

は
、
「
愛
労
連
、愛
知
会
議
、

そ
し
て
全
国
の
仲
間
か
ら
の
力

強
い
後
押
し
の
も
と
で
、
組
合

員
が
素
晴
ら
し
い
底
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
で
も
本
当
の
正

念
場
は
こ
れ
か
ら
な
ん
で
す

よ
。
」

た
た
か
い
は
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
た
。

うんゆ一般
井住運輸支部

大
企
業
本
位
の
自
民
党
政

治
の
中
で
、
戦
後
最
悪
の
不

況
が
つ
づ
き
労
働
者
の
く
ら

し
や
権
利
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
憲
法
違
反
の

戦
争
協
力
法
が
国
会
に

上
程
さ
れ
平
和
と
民
主

主
義
が
重
大
な
局
面
を

む
か
え
て
い
ま
す
。

「
仕
事
が
こ
な
く
て

収
入
が
減
り
、
生
活
が

た
い
へ
ん
。
消
費
税
を

三
％
に
戻
し
て
景
気
回

復
を
」
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
感
染
し
て
、
お

年
寄
り
が
た
く
さ
ん
亡

く
な
っ
た
け
ど
、
政
府

の
低
医
療
政
策
に
怒
り

を
覚
え
ま
す
。
安
心
し

て
看
護
が
で
き
る
社
会

に
」
「
改
悪
労
基
法
が

実
施
さ
れ
た
ら
、
子
ど

も
や
老
親
が
い
る
女
性

は
仕
事
が
続
け
ら
れ
な

く
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
や
め
さ
せ
、
労
働

時
間
の
男
女
共
通
規
制

を
つ
く
ら
せ
た
い
」

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法

が
と
お
れ
ば
自
治
体
職
員
も
協

力
さ
せ
ら
れ
る
。
戦
争
に
手
を

か
す
の
は
ゴ
メ
ン
だ
」

労
働
者
・
国
民
の
切
実
な
要

求
を
持
ち
よ
り
、
第
七
〇
回
メ

ー
デ
ー
を
総
決
起
の
場
に

し
ま
し
ょ
う
。

働
く
も
の
の
団
結
で
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平
和

と
民
主
主
義
、
中
立
の
日

本
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

■第１部：講 演
写真を通して見た現代
大石 芳野

（フォトジャーナリスト）
■第２部：ピアノとお話
憲法の中のこども

こどもの中の憲法
林 光（作曲家）
オペラグループ「うた座」

□まとめとあいさつ
森 英樹（愛知憲法会議事務局長）

１９９９年５月３日（憲法記念日）１３時
名古屋市公会堂大ホール（鶴舞）
一般：１２００円（当日１５００円）
中高大生・障害者・年金生活者
：８００円（当日１０００円）

主催：愛知憲法会議
（ＴＥＬ０５２―７８９―４９１２）
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憲法施行５２周年記念市民のつどい
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撤撤
回回
ささ
せせ
たた

労労
使使
協協
定定
破破
棄棄

四
月
に
入
り
、
九
九
春
闘
は

後
半
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
愛
労

連
や
新
聞
労
連
・
民
放
労
連
な

ど
で
つ
く
る
九
九
愛
知
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
集
約
で
は
、
三

月
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
単
産

が
回
答
指
定
日
を
迎
え
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
含
む
一
斉
行
動
を
背

景
に
回
答
を
引
き
出
し
、
上
積

み
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
二

五
〇
の
登
録
組
合
の
う
ち
回
答

を
引
き
出
し
た
の
は
、
六
二
組

合
（
二
五
％
）
賃
上
げ
額
は
、

単
純
平
均
で
四
五
三
六
円
（
二

・
二
一
％
）
で
、
妥
結
は
三
組

合
で
す
。
（
四
月
二
日
調
べ
）

全
国
一
般
ナ
ト
コ
労
組
や
日

本
ア
ク
リ
ル
労
組
は
、
決
起
集

会
、
ス
ト
を
予
定
し
、
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
ゼ
ロ
」
や
超
低
額
回

答
を
押
し
つ
け
る
経
営
者
側
と

粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
ま
す
。

四
月
一
六
日
の
第
二
次
全
国

統
一
行
動
で
は
ス
ト
を
含
む
一

斉
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
組
合
は
戦
争
法
案
阻
止

を
は
じ
め
、
労
働
者
派
遣
法
、

職
安
法
改
悪
反
対
と
も
結
ん
で

奮
闘
中
で
す
。

雇
用
・
く
ら
し
守
れ

悪
法
阻
止

９９９９
春春
闘闘

全
力
で

後段

医労連・
名南会分

会のスト
ライキ集

会（３月
１８日）

戦
争
法
案
に

反
対
す
る



名名勤勤生生協協労労組組
理事会と共同で

●高齢期の安心と楽しさいろいろ
●みんなと一緒に住みよいまちづくり

定年になったら年金者組合へ

連絡先 名古屋市西区城西三丁目１５－３２
全日本年金者組合愛知県本部
ＴＥＬ０５２―５２１―７７４０

１９９９年４月１０日

３月２０日・２１日

３月３１日、消費税反対の一日マラソン宣伝行動（栄・三越前）

労
働
相
談
１１０
番

西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク（
七
ヵ
所
）

意見広告を

愛 労 連

■日程 ６月２０日（日）～２３日（水）
■費用 ７万円（交通費・３泊５食）
■定員 ３０名 �申込み〆切り：５月２０日
青い空、紺碧の海、渡嘉敷島でゆったりと海あそび……、６月オープンの新平和記念資料
館の見学と平和記念公園でおこなわれる慰霊祭に参加。ちょっぴり学習のツアーです。

沖縄６・２３戦没者慰霊祭と渡嘉敷島ツアー

「
電
話
帳
で
見
ま
し
た
。
実

は
、
会
社
が
倒
産
し
そ
う
な
の

で
…
」
労
働
者
の
せ
っ
ぱ
詰
ま

っ
た
声
が
愛
労
連
の
労
働
相
談

に
連
日
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
長
び
く
不
況
の
中
で

解
雇
、
倒
産
、
労
働
条
件
の
切

り
下
げ
、
賃
金
不
払
い
な
ど
の

相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
三

月
二
〇
日
・
二
一
日
の
二
日

間
、
初
め
て
「
西
三
河
働
く
も

の
の
い
っ
せ
い
労
働
相
談
」
を

七
ヶ
所
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

岡
崎
・
額
田
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
労
働
相
談
の
開
始
時
間

を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、

午
前
一
〇
時
過
ぎ
電
話
の
ベ
ル

が
鳴
り
出
し
ま
し
た
。
二
〇
代

の
女
性
か
ら
は
、
「
退
職
強

要
。
そ
し
て
嫌
が
ら
せ
。
い
や

気
が
さ
し
て
退
職
す
る
こ
と
に

し
た
が
気
持
ち
が
収
ま
ら
な

い
。
電
話
だ
け
で
な
く
直
接
話

を
聞
い
て
欲
し
い
」
と
。
そ
の

後
も
電
話
が
鳴
り
続
け
、
初
日

の
二
〇
日
は
、
一
〇
件
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
深
刻

な
内
容
で
、
話
が
三
〇
分
以
上

続
く
の
も
ざ
ら
で
、
交
代
で
一

日
中
電
話
に
掛
か
り
き
り
、
と

い
う
状
態
で
し
た
。

二
日
間
相
談
に
あ
た
っ
た
川

本
労
組
の
粟
生
政
男
さ
ん
は
、

「
労
働
組
合
の
な
い
中
小
の
職

場
の
人
や
、
自
分
が
ど
ん
な
身

分
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
の
か
解

ら
な
い
ま
ま
働
い
て
い
る
人
な

ど
、
今
の
雇
用
状
況
が
い
か
に

で
た
ら
め
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
か
痛
感
し
た
。
初
め
て
の

取
り
組
み
で
戸
惑
い
や
、
電
話

が
か
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
と

不
安
も
あ
っ
た
け
ど
、
相
談
者

の
ほ
と
ん
ど
が
電
話
の
最
後
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
み
ま
す
」
と

言
っ
て
く
れ
、
本
当
に
や
っ
て

良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会

を
作
っ
て
実
施
し
て
い
く
べ
き

だ
と
痛
感
し
た
」
と
取
り
組
ん

だ
思
い
を
話
し
て
い
ま
す
。

二
日
間
の
相
談
件
数
は
、
全

体
で
四
〇
件
、
電
話
相
談
だ
け

で
な
く
、
事
務
所
に
訪
れ
て
の

相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に

解
決
で
き
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
解
雇
や
工
場
閉
鎖

な
ど
の
事
例
は
解
決
に
向
け
て

引
き
続
き
相
談
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

生
協
労
連
東
海
地
連
は
、
消

費
税
実
施
一
〇
周
年
に
む
け

て
、
一
コ
イ
ン
投
票
（
カ
ン

パ
）
で
意
見
広
告
を
出
そ
う
と

生
協
理
事
会
に
共
同
の
申
し
入

れ
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
め
い
き
ん
生
協
で
は

労
理
（
理
事
会
）
共
同
で
、
二

万
口
、
二
〇
〇
万
円
を
目
標
に

共
同
購
入
と
各
店
舗
で
投
票

（
カ
ン
パ
）
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
い
活
動
で

組
合
員
も
大
歓
迎
！

共
同
購
入
の
配
達
の
時
に
、

担
当
者
が
生
協
組
合
員
に
訴
え

る
と
組
合
員
も
、
「
あ
ん
た
ら

も
協
力
し
て
よ
！
」
と
他
の
組

合
員
に
も
声
を
か
け
て
く
れ
、

気
持
ち
よ
く
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
中
川
地
域
を
担
当

す
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
日
の

コ
ー
ス
で
全
組
合
員
が
投
票
し

て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
週

間
の
目
標
を
四
日
間
で
達
成
し

ま
し
た
。
猪
子
石
店
で
は
パ
ー

ト
さ
ん
た
ち
が
し
っ
か
り
話
し

合
っ
て
、
レ
ジ
で
投
票
袋
を
渡

す
と
半
分
以
上
の
組
合
員
が
投

票
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
生
協
組

合
員
が
参
加
し
や
す
い
活
動
で

組
合
員
に
も
歓
迎
さ
れ
ま
し

た
。担

当
者
、
パ
ー
ト
さ
ん
、
み

ん
な
で
暮
ら
し
を
守
る
運
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

短
期
間
の
取
り
組
み
で
し
た

が
、
目
標
の
二
万
票
は
突
破
し

ま
し
た
。
二
万
人
以
上
の
生
協

組
合
員
が
「
高
所
得
者
優
遇
減

税
よ
り
、
消
費
税
を
ま
ず
三
％

に
！
」
の
意
志
表
示
を
し
た
の

で
す
。

こ
の
意
見
広
告
は
、
四
月
九

日
の
中
日
新
聞
（
名
古
屋
市
内

版
、
全
尾
張
版
）
と
朝
日
新
聞

（
愛
知
版
）
の
朝
刊
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

名
勤
生
協
労
組
・
榑
松
佐
一

愛労連大会（９８年９月）以降結成された組合
自治労連
○公立尾陽病院労組 （結成３／１４）
○吉良町社会福祉労組 （２／２５）
○武豊町職労・社会福祉協議会支部

（３／１８）
ＪＭＩＵ
○愛知支部アイコー分会 （１０／２０）
○愛知支部ユータック分会 （２／６）

運輸一般
○関西急送丸八商運分会 （１０／２０）
○南部地域支部セイリョウライン分会

（３／７）
○中部地区生コン支部 （３／７）

名古屋西運輸分会 （３／１７）
○南部地域支部常滑分会 （４／３）

全国一般
○ライフデザインスポーツ支部（１２／１０）

●主催・申込み先
映画「ＧＡＭＡー月桃の花」を
訪ねる沖縄ツアー実行委員会

ＴＥＬ ０５２―８８３―６９６０

第７３号

ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
不
況
の

中
、
経
営
が
困
難
な
企
業
が
続

出
し
、賃
金
や
労
働
条
件
、雇
用

条
件
の
変
更
が
際
限
な
く
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
月
一
七
日
に
、
四
人
で
結

成
し
た
ば
か
り
の
運
輸
一
般
名

古
屋
西
運
輸
分
会
は
、
昨
年
一

〇
月
に
二
万
円
の
賃
下
げ
、
年

末
一
時
金
カ
ッ
ト
。
四
月
か
ら

の
約
三
万
円
の
賃
下
げ
予
告
が

さ
れ
る
中
、
「
も
う
こ
れ
以
上

は
が
ま
ん
で
き
な
い
」
と
仕
事

で
知
り
合
っ
た
運
輸
一
般
山
建

分
会
に
相
談
。
結
成
と
同
時

に
、
残
業
代
支
払
い
な
ど
一
〇

の
要
求
を
提
出
し
、
い
ま
元
気

に
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
で
働
く
仲
間
も
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
に
し
た
い
と

次
々
と
組
合
を
結
成
し
て
い
ま

す
。
「
高
齢
者
や
障
害
者
の
権

利
を
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち

自
身
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

に
し
ょ
う
」
と
、
二
月
二
五
日

に
吉
良
町
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た

ち
が
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
労

働
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
月
一
四
日
に
は
、
美
和

町
、
七
宝
町
、
新
川
町
、
甚
目

寺
町
、
大
治
町
の
五
町
で
構
成

さ
れ
る
公
立
の
尾
陽
病
院
で
、

労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
「
い
い
仕
事

が
し
た
い
の
に
、
な
か
な
か
実

現
で
き
な
い
」
「
休
暇
も
自
由

に
と
れ
な
い
」
な
ど
不
満
が
た

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
話
合
う
中

で
、
も
う
黙
っ
て
お
れ
な
い
と

働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
患
者

・
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
た
め

に
、
組
合
結
成
を
決
意
し
ま
し

た
。Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
で
は
、
二
月
六
日

に
食
品
包
装
資
材
の
会
社
に
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
支
部
ユ
ー
ッ
タ
ッ

ク
分
会
を
結
成
。
残
業
代
の
支

払
い
、
労
働
時
間
短
縮
を
求
め

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
働
き
続
け

た
い
願
う
労
働
者
の
思
い
が
、

組
合
結
成
の
大
き
な
原
動
力
で

す
。
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
そ
ん

な
人
が
い
る
は
ず
。

い
ま
こ
そ
、
労
働
組
合
の
出

番
で
す
。

尾
陽
病
院
労
組
結
成

地
域
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

３３月月～～５５月月
組組織織

拡拡大大月月間間

（２）

相相
つつ
ぎぎ
組組
合合
結結
成成

ももうう黙黙っっととれれんん

消消
費費
税税
をを
３３
％％
にに
もも
どど
せせ


